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磁性論理演算素子の提案
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放射線の強い特殊環境に対して磁気デバイスの耐性は強い。この
ような環境で用いられるメモリ素子として磁性ランダムアクセス
メモリが実用化されている。それに対して、我々は、論理演算素
子の磁性化を検討している。まず、150 nm 程度以下のサイズを
有する楕円形の磁性セルを４個配置した構造において、NAND お
よび NOR 演算が実行されることを見出した。さらに、情報を 1
ステップ毎に送るシフトレジスタ、情報を一方通行させる磁性ダ
イオード、情報を分岐するファンアウト素子の構造を提案し、初
期動作の確認を行った。
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応用分野 極限環境用コンピュータ、CPU（Central Processing Unit）、GPU（Graphics Processing Unit）
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